
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

 

算数B 35.6

67.5

国語B 44.9

算数A 66.4

◎ 授業改善推進チーム活用事業（北海道）による授業改善と学習規律の徹底

国語Ａでは、「話すこと・聞くこと」で、全国を上回っ
ている。

　【児童質問紙調査】

学校質問紙

すべての学校が「第６学年の児童に対し､前年度ま
でに、家庭での学習方法等を具体例を挙げて教え
たり、家庭学習の与え方について、教職員で共通
理解を図ったりした」と回答している。

【美幌町の学力向上策】
ティーム・ティーチングや習熟度別指導など、指導工夫改善やきめ細かな指導の充実◎

各学校が家庭学習の課題の与え方について
教職員で共通理解を図り、家庭での学習方法
等を具体例を挙げて教えることにより、児童
は家庭において自ら学習に取り組むようにな
り、漢字の読み書きや計算などの基礎的・基
本的な知識・技能の定着につながっていると
考えられる。

大学生ボランティアを活用した学習サポートを全小学校で年間10日間実施
退職教員等を活用した放課後における補充的な学習サポートの実施

町費採用教員の配置によるきめ細かな指導の充実◎

◎
◎

◎ 全小学校における公開研究会を中核とした授業改善
◎ 「家庭学習の手引」「生活リズムチェックシート」の活用による、家庭と連携した学習習慣の確立

■美幌町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：3、児童数：160名）

○

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

○

【学校質問紙調査】  【学校質問紙調査】

○

○
教　　　科

「家で、学校の宿題をしている」と回答した児童の
割合が、全国を上回っている。

美幌町内小学校の平均正答率

教科名 平均正答率（％）

国語A

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0
国語Ａ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（書くこと）

国語Ａ（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

国語Ｂ（話すこと・聞くこと）

国語Ｂ（書くこと）

国語Ｂ（読むこと）

算数Ａ（数と計算）算数Ａ（量と測定）

算数Ａ（図形）

算数Ａ（数量関係）

算数Ｂ（数と計算）

算数Ｂ（量と測定）

算数Ｂ（図形）

算数Ｂ（数量関係）

美幌町内小学校

北海道（公立）

全国（公立）

94.4 

83.9 

88.0 

3.8 

11.4 

9.0 

1.3 

3.7 

2.4 

0.9 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

美幌町

全道

全国

家で、学校の宿題をしていますか

している どちらかといえば、している

あまりしていない 全くしていない

100.0 

56.5 

43.7 

36.1 

45.1 

6.9 

10.6 

0.3 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

美幌町

全道

全国

家庭学習の課題の与え方について、教職員で共通理解を図りましたか

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

100.0 

50.8 

40.1 

44.7 

51.8 

4.1 

7.8 0.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

美幌町

全道

全国

第６学年の児童に対して、前年度までに、家庭学習の取組として、児童に家庭での学

習方法等を具体例を挙げながら教えるようにしましたか

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

 

枠外数字入力

■美幌町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：2、生徒数：143名）

○

【教科全体の状況】

【分析】

美幌町内中学校の平均正答率

教科名 平均正答率（％）

国語A 73.9

国語B 63.2

数学A

○

　【学校質問紙調査】  【学校質問紙調査】

○

55.8

数学B 33.7

ティーム・ティーチングや習熟度別指導など、指導工夫改善やきめ細かな指導の充実
大学生ボランティアを活用した学習サポートを全中学校で年間10日間実施

 【生徒質問紙調査】

「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解
していないところについて、分かるまで教えてくれ
る」と回答した生徒の割合が、全国及び全道を上
回っている。

生徒質問紙

◎

すべての学校が、「学校全体の学力傾向や課題
について、全教職員の間で共有している」と回答し
ている。

国語Aでは、すべての領域で、全国とほぼ同様に
なっており、Bでは、「読むこと」で、全道とほぼ同
様になっている。

「家庭学習の手引」「生活リズムチェックシート」の活用による、家庭と連携した学習習慣の確立

町費採用教員の配置によるきめ細かな指導の充実

○

教　　　科

【美幌町の学力向上策】

すべての学校が、「国語において家庭学習の課題
について、評価・指導をしている」と回答している。

○学校質問紙

◎

◎
◎

各学校が家庭学習の課題を与え、評価・指
導を行う取組を徹底したり、生徒が間違えた
ところや、理解していないところについて、分
かるまで教えたりしたことが基礎的・基本的な
知識・技能の定着につながっていると考えら
れる。

◎ 全中学校における公開研究会を中核とした授業改善

60.0
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90.0

100.0

110.0
国語Ａ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（書くこと）

国語Ａ（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

国語Ｂ（書くこと）

国語Ｂ（読むこと）

数学Ａ（数と式）

数学Ａ（図形）

数学Ａ（関数）

数学Ａ（資料の活用）

数学Ｂ（数と式）

数学Ｂ（図形）

数学Ｂ（関数）

数学Ｂ（資料の活用）

美幌町内中学校

北海道（公立）

全国（公立）

100.0 

50.2 

52.2 

45.3 

42.3 

4.1 

5.1 0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

美幌町

全道

全国

第３学年の生徒に対して、前年度までに、国語の指導として、生徒に与えた家

庭学習の課題（長期休業期間中の課題を除く）について、評価・指導しましたか

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

100.0 

64.4 

55.3 

35.3 

42.6 

0.3 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

美幌町

全道

全国

学校全体の学力傾向や課題について、全教職員の間で共有していますか

よくしている どちらかといえば、している

あまりしていない 全くしていない

30.8 

31.7 

28.2 

53.8 

44.1 

45.9 

10.5 

17.9 

19.1 

4.9 

6.0 

6.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

美幌町

全道

全国

先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していない

ところについて、分かるまで教えてくれますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない
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